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昨年の 6月 に北海道医師会の常任理事に就

任 し、北海道学校保健会の理事を務めており

ます末岡裕文と申します。どうぞよるしくお

願いいたします。

札幌市内で小児科のクリニックを開業 して

いてtJヽ学校の校医も務めております。学校

健診等で小学校を訪れた時、休み時間では、

子供たちの元気な笑い声が聞こえてきて、と

てもうれしく思います。また廊下等ですれ違

う時には、挨拶をしてくれて、その笑顔も最

高です。

以前、別な役職の時にt小学校、中学校ヽ
高等学校をそれぞれ見学に行ったことがあり

ます。授業の時は、児童生徒が集中して静か

に前を見ている真剣な姿に感心しました。そ

して、休み時間に|ま、元気な笑い声を聞いたり、

笑顔を見るとやはりうれしくなりました。

「笑う門には福来る」とも言われているよ

うに、医学的にも:笑うと、ス トレスホルモ
ンが押えられて、自律神経が安定 します。さ

末 岡 裕 文

らには、ナチュラルキラー細胞 (NK細胞)が
活性化されて、免疫力が向上します。子供た

ちには、このような話は必要ないかもしれま

せんが、我々大人は、笑顔の子供たちに囲ま

れて、一緒に笑っていると効果があるのでは

ないでしょうか。

一方で、厚生労働省の発表では、令和 7年の

日本全体の自殺者の数は初めて 2万人を切り、

最小となりましたが、18歳以下で 1ま、コロナ

禍以降、増加傾向で、とても悲しい状況が続

いています。こども家庭庁は、「こどもの自殺

対策推進室」を設置して、関係省庁と連携し、

さまざまな予防対策に取 り組んでいます。子

供たちに |ま、悩み事を決 して一人で |ま抱え込

まないで、まわりに相談してほしいです。

世鶏で 1ま、楽しい話題だけでなく、日をそ

むけたくなるような暗いニュースなどもあり

ますが、これからも、子供たちの笑顔t笑い
声があふれている社会であってほしいと願う、

笑児科医 (小児科医)です。
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1 はじめに
本校は、太平洋に面し

空港も近い工業者

`市

であ

る苫小牧市の東側に位置

する、全校児童375名 の

中規模校である。令和 5

年には開校 120周年を迎え、その際に児童が発案

した「ぬっちゃんまっちゃん」というキャラクタ

ーが現在も本校の トレードマークになっている。

また、特色ある活動として「ぬまリンピック」

という活動を行っている。これは、児童会活動と

は別に児童が有志で集まり、100ます計算大会や

なわとび大会、雑巾がけリレーなどを企画運営す

るものであり、児童はもちろん、子供の自主性を

育む取組として保護者にもたいへん好評である。

学校教育目標は「進んでよく考える子ども(知 )

力を合わせてやりぬく子ども(徳)健 康で明る
い子ども(体 )」 であるょ達成に向け、学校歯科医

の安保歯科医師にご協力をいただきながらt児童
の歯と日の健康の保持増進に向:けて継続的な指導

を計画し、取り組んでいる。

2 本校の取組
(1)フ ッ化物洗口     ‐
苫小牧市の小学校全校で行っている取組で、本

校でも毎週金曜日の朝に、フッ化ナ トリウム水溶

液を目に含み、 1分間洗口している。ほぼ 9割の
児童が行っている。

(2)各学年での歯科指導

① l年生「おや
つとむし歯、歯

みがきの大切さ

を短|ろ う」

6月 と11月 に

担任と学校歯科

医が指導した。

どうしてむし歯

になるのか、どんな食べ物がむし歯になりやすい

のか、歯を守るための食べ方や飲み方について指

導している。また、 6歳自歯が生えてくる時期で

あるため、鏡を見ながら6歳臼歯がどこにあるの

か確認し、新しく生えてくる歯について興味関心

を高めている。

② 2年生「6歳臼歯を守ろう」
むし歯がどう始まっていくのか、 6歳臼歯の守

り方 について、

鏡 を見ながら実

際に歯 を磨 き、

生 え替わ りの歯

の磨 き方につい

て学校歯科医か

ら指導 していた

だいている。

③ 3年生「生え替わりの歯を上手にみがこう」

学校歯科医と

歯科衛生士に来

校いただいて歯

の染め出 しを行

い、実際にどこ

が磨 けていない

かを確認 してい

る。また、机間

巡視をしてもらい、児童一人一人に磨き方のアド

バイスをしていただいている。歯が赤くなりびっ

くりしている様子も見られたが、磨き直してきれ

ぃになった歯を見て満足感を得ている児童が多か

った。

④ 4年生「全国小学生はみがき大会」への参加

全国小学生はみがき大会 (主催 :公益社団法人

日本学校歯科医会、一般財団法人東京都学校保健

会、ライオン株式会社、公益財団法人ライオン歯

科衛生研究所)に参加している。DVDを 見なが
ら、歯の磨き方だけでなく、鏡を見ながら自分の

歯肉を確認する方法やデンタルフロスの使い方な

ど、体験をしながら学ぶことができ、教員や児童

からも好評である。

⑤ 5年生「むし

歯予防教室」

苫小牧市では

むし歯予防の一

環として「むし

歯予防教室」を

行っている。歯

科医師を講師と

学校歯科医と連携
した歯科保健活動

苫小牧市立沼ノ端小学校



して、最初の 1時間でDVDを 用いての回腔衛生
に関する講話をしていただき、次の 1時間は染め

出し液を使用して正しい歯の磨き方の指導を行っ

ていただいている。

⑥ 6年生「自分の未来を守る歯と日の健康」

学校歯科医に指導 していただいている。はみが

きなど生活習慣についてのセルフチェックを行っ

てから、むし歯や歯茎の病気について確認し、ど

のような食べ物が歯に影響するのか、また毎日の

習慣とのつながりについて気付くようにしている。

時間の最後には、最初に行ったセルフチェックを

見返し、中学生になる前に今日から何ができるか

を考える時間をとり、自分の生活を振り返るきっ

かけとしている。

⑦特別支援学級「はみがき名人になろう」

回の中の構造

を知 り、歯の磨

き方 を学んでい

る。敏感な児童

もいるため、染

め出 しはせずに

行っている。歯

の模型 を使用 し

て歯やはみがきに興味関心をもつようにしながら、

はみがきの仕方を指導していただいている。

(3)学校歯科医との給食試食会

歯科指導の授業後、学校歯科医に児童の給食を

食べる様子を見ていただいた。日の動かし方や食

べ方、野菜の残食が多いことなど、実際の児童の

様子を見ていただくよい機会になっている。

(4)保護者への講話

昨年度は新入学説明会で新入学児童の保護者向

けに学校歯科医からの講話を行っていただいた。

歯科保健に関して関心をもっている家庭が多いが、

関心が低い家庭もいるのが実態であり、そのよう

な保護者にも聞いてもらうため、あえて保護者が

ほぼ全員集まる機会に設定した。成長期の今、子

供の歯の健康についてどのようにしていけばよい

のか、熱心に耳を傾けている保護者の様子が見ら

れた。

(5)未受診児童への受診の勧め

1学期の歯科検診後、検診結果と併せてむし歯

がある児童の保護者へ歯科受診を勧める文書を配

付 している。冬季休業前に、永久歯のむし歯があ

るがまだ受診報告書が提出されていない児童の保

護者へ、再度「歯科受診のおすすめ」文書を配付
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している。

(6)児童会保体委員会の活動
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夏・冬の長期休業の歯みがきの習慣の定着を目

的として、「はみがきカレンダー」の取組を行っ

ている。委員会活動の一環として児童が作成 し、

みんなが楽しんで取り組めそうなイラス トを工夫

して描いている。歯を磨いたら色を塗る仕組みで、

休み明けに回収し、委員会の児童が確認集計し、

シールを貼って返却している。

(7)歯 と日の健康に関する図画・ポスター展への

参加

日の健康の関心を高めることを目的とした苫小

牧歯科医師会主催のコンクールで、本校は毎年、

複数の学年が応募 している。昨年度は204・ 6年

生が応募し、 6名が入選、33名 が佳作を受賞した。

3 成果と課題
年間を通じ、学校歯科医にほぼすべての児童と

関わっていただくことで、児童や保護者、教職員

の歯や口腔に関する興味関心を高めることができ

るとともに、歯科を身近に感じるよい機会となっ

ている。

しかし、児童の歯や健康への関心については各

家庭の温度差がまだ大きい。歯科を定期的に受診

したり矯正を行ったりしている児童もいれば、う

歯の本数が特に多い児童や「児童が歯科受診を希

望 しても連れて行ってもらえない」という家庭も

ある。個人懇談などの機会をみて保護者に直接お

願いしているが、家庭への効果的な働きかけの工

夫が今後の課題である。

4 今後の取組
まだ手探りで進めている取組が多いが、今後も

学校歯科医との連携を大切にしながら持続的に実

施できる取組を考え、歯科保健活動をよりよいも

のにしていきたい。

奪
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財 雛実 践 発 表 贔2

1 はじめに
本校は、開校75年 目を迎えた学校で、令和 7年

度生徒数は176人、学級数は10学級である。市内

の中心部に位置しており、 JRら1路駅が徒歩圏内

にあるため時期によっては校舎から黒い煙を吐き

出す SLを臨むことができる。
重点教育目標は生徒が考え、令和 7年度は「変

化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返

りながら責任ある行動を取る生徒」の実現を目指

し、生徒が主体となった取組が進められている。

2 本校の実態

近年の保健室来室状況を分析すると、生徒数は

減少傾向にあるものの、健康相談の件数は高止ま

りしている。令和 6年度の保健室来室者のうち、

健康相談で来室 した生徒は延べ163名 で、最も多

い相談理由は「その他」となっており、漠然とし

た悩みやカテゴリー分けできない多様な悩みを抱

えている生徒が増加していると考えられ′る。

実際の健康相談から見えてきた生徒の悩みは次

のとおりであり、多種多様となっている。

・ コミュニケーション、人間関係での トラブル

・考え、価値観の偏 り

0常 に不安や緊張感がある

・ トラブル等の解決後も心身の不調が続 く

・不登校等

・感情を上手 くコントロールできない

0パートナーとの関係 (デートDV等 )
・多様な性のあり方

3 取組の概要
(1)全校での取組

ア 発達支持的生徒指導に関する共通理解
本校では、令和4年改定の「生徒指導提要」や

学校の実態、グランドデザインに示された「生徒

指導上の実践的な視点を取り入れた学校・学級経

営」「学校適応感尺度 アセスの活用」「心理的
安全性が醸成された集団作り」のねらいを達成す

るために、生徒指導部から発達支持的生徒指導の

視点を基盤とした生徒指導のガイドラインが次の

ように提示されている。

・「積極的な生徒指導」の推進 :全生徒を対象とし、

問題の未然防止と心理的安全性の確保を目指す。

・ 日常の関わりと規律のバランス :日常の良好な関

係づくりを徹底しつつ、タイムリーな指導を行う。

・ 「失敗を次に生かす指導」の徹底 :叱責で終わら

せず、生徒の成長を促すアプローチを共有する。

・ 協働的な風土づくり:生徒の話題が日常的に飛び

交う職員室をつくり、チームで生徒理解・支援を

行う風土を醸成する。

日頃から教師と生徒問や生徒同士のよりよい関

係づくりを目指し、生徒指導の方向性について共

通理解が図られチームで生徒理解・生徒支援を行

っていこうとする風土がつくられている。

イ 生徒理解研修会
年 2回t長期体業中に上級教育カウンセラーの

資格をもつ講師を招いて、校区の小・中学校の教

職員を対象に生徒理解研修会を行っている。研修

会では、「解決志向でアプローチする生徒との

関係づくりについて」「交流分析 (エゴグラム)

に基づく生徒理解について」「学校適応感尺度

(ASSESS)に よる生徒の見取り方、解釈の方法、

教育相談について」などをテーマに実施されている。

生徒の見取り方や相談体制の確立、生徒への対

R6 来室者相談理由 機=16鋤
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応力や問題発生時の受け止め方など、

で生徒指導力の向上を目指している。

教職員全体

(2)保健教育の取組

【これまで取り上げた心の健康教育のテーマ】

★ストレスチェック   ★カラーセラピー
★ストレスマネジメント  ★五月病
★リラクセーシヨン    ★マインドフルネス

★気分を上げる方法    ★元気になる言葉集
★スマホ・ゲーム依存   ★リフレーミング

ア 心の健康に関する情報発信
2か 月に 1回程度、心をテーマにした掲示物を

作成している。また、保健だよりでは、毎月一つく

心に関する項目を掲載している。様々な場面で幅

広い情報に触れることを通して、心に関する知識

の獲得ど意識の向上を目指すとともに、保健室が

「心について学べる場所」、「相談できる場所」

であることを全校生徒に周知することをねらいと

している。
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イ 生徒会専門委員会
本校では、生徒会活動として衛生専門委員会が

設けられている。健康や清潔、給食に関わる活動

をしており、取組の一つに掲示物・委員会だより

の作成がある。テーマは生徒が決めているが、心

の健康について取り上げることも増えている。生

徒自身も、心の健康について課題意識や関心があ

り、仲間同士で知識やスキル、行動を共有する機

会となっている。
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(3)保健室での健康相談

生徒の相談内容は多岐に渡り、背景も複雑化し、

生徒本人も原因に気づいていないものや漠然とし

たものも増加している。     |
そこで、生徒の思いを共感 じつつ受け止め、よ

り深く具体的な生徒理解を目指すとともに、でき

るだけ過去や問題に囚われず、「今後どのように

解決していきたいか」について一緒に考えること

ができ、今よりよくなったと感じられるようtカ

ウンセリングの技法等を生かして健康相談を進め

ている6

-例として、原因追及よりも変化やリソース (資
源)に焦点を当てる「ブリーフセラピー」がある

。現在の気分を10段階で問う「スケーリング」や

問題が解決した未来を想像する「ミラクル・クエ

スチョン」くなぜ上手くいったのかを問う「成功

の責任追求」、問題を本人から切り離す「外在化J

などの技法を用いている。

私たち導体に1ま、呼吸や消化、体温調節

など特|=意識しなtヽでも働く ri自律神経J 脅
が確わつて 1ヽます。自律神経 1ま、「支感神

経』と「副責感神経J仰 2■がおり、1副主 響

感:神経力=優位備ときがザテ
ープタユして尊1葛

状態です。

菫期費感粋経♂壺国   E劇壼感紳経轟鍛ち劇
・呼殴ぽ坤つくみIL二導番  ・ Jf号ン3島事H齢姜・
・心拍数が薯ち着4    露動 1樵姜をILボ甘暮
・血警が申搬       由スで串奪渤 情奪機器
・講亀ぜ逃督       げ―ムを使‖マ|ぎ撃‖
・心ぜ警ち1着4      ・湯総は申零■暉澄静署
漱童轟神緩ぜ優世自時事

‐
・自分韓籍彗な二む書守

逆L革黎署      A暮 時椰を作聴



【

「

ゴローチIII I口 |】
・「平たくな:卜]た 嘔〕に、‐|‐ 日はよだ:学校に千毛.1¬ たね」1■ 1_■11:三■ l
・「[三 'ラ |_1て十 日は学校に千毛:詢 た旺コマ」1颯彙,揮 tr・ ,==青 1■■1奎 Ill
「学 l~に 千

~rlll■
どぅ1最悪が oで 最高が loだ とした毛:ど ,■ |モ,い に

な:LJ号 うT」 rr i「 ‐1.lr iri

「3竜:ハ」だね.最 悪 |工,oまで表lと 3お モ:Jだ |」だけど (二 II1 3に はなに海1喜 ′■:
l111」 (!:::|:il: I

-6-

取組爵概要  C3)盤健室での健康相談

また、認知 (も のの受け止め方)に働きかける
「認知行動療法」のエッセンスも導入し、行動活

性化やリラクセーション法などを通じて、生徒が

自らの気持ちを楽にする方法を身に付けられるよ

う支援している。

理組筆凛要  盤〕盤健室で峨健康相談

【来室碑主訴】(実際には言われてい

=し

1と 自郭 ているが〕悪□を言われ
てLl l]ような気がする

さらに、関係者と共有する際、生徒から聞いた

情報だけでなく、悩みの背景や、設定した目標、

キーになりそうな事柄、担任にお願いしたいアプ

ローチについても伝える。養護教諭自身も、他の

教職員の見立てを教えてもらいながら、具体的な

生徒像、解決像の共有化ができるよう努めている。

4 成果と課題
(1)成果

生徒指導に係る視点の共有化や研修会の実施等

により、教職員が役割や立場を踏まえながら、同

じ方向性、同じ目線での生徒支援・生徒理解がで

きていると考えられる。些細なことでも相互に伝

え合える雰囲気が蓄積され、結果としてチームで

共働 しながら、生徒指導や生徒支援をしていく体

市Jづくりができている。

また、心に関わる健康教育を継続的に発信して

いくことで、生徒との会話にも「ス トレスコーピ

ング」や「リフレーミング」など心に関わるワー

ドが増えてきている。生徒が自他の心のあり方に

気づき、大切にしようとする意識が向上した。生

徒会衛生専門委員会の活動では、生徒自身が課題

意識を持ち、仲間同士で心を整える知識やスキル

を共有する主体的な姿も見られるようになった。

健康相談においては、心理的なアプローチを実

践していくことで、生徒が抱えている問題を丁寧

に聞き取り、課題の背景を分析することができて

いる。来室当初は「学校に来たくない」と訴えて

いた生徒も、少しずつ笑顔が増え、「自分の気持

ちを話せるようになった」「教室に戻るきっかけ

になった」といった、子どもたちの肯定的かつ具

体的な変化へとつながっていく場合もある。今あ

る悩みへの対処だけでなく、生涯にわたって身に

付けてほしい援助希求的態度やレジリエンスの育

成につながるものである。養護教諭がカウンセリ

ングの技法を含め、医学的な情報や現代的な健康

課題について最新の知見を学ぶことで、専門性を

生かしながら、コーディネーター的な役割として

他の教職員や関係機関と連携することができてい

る。

(2)課題

生徒たちが抱える問題に学校全体で対応するた

めには、教職員が支援者としての力量を高める必

要がある。生徒理解・生徒支援を実践していきな

がら、実際の事例を検討し振り返る機会を増やし、

支援の改善充実を図っていくことが重要である。

また、医療機関や SC、 SSWと 互いの役害1に
ついての理解を深め、校内外の連携体制を整備す

る必要がある。

5 今後の展望について
今後生徒たちは、変化の激しい社会の中で、心

の健康課題についても、今は想像できないような

問題に直面することも想定される。しかし、学校

全体で生徒の心を支える体制を構築するとともに、

養護教諭としての専門性を生かした保健教育や健

康相談を実践していくことで、生徒が今現在抱え

ている課題の解決だけでなく、将来予浪1不可能な

時代の中で生き抜く力を育成することができると

考えている。

現在、学校教育において強く求められている

「ウェルビーイング」の向上や「安心して学べる

学校づくり」の視点を根底に据え、子どもたちが

「安心できる」 財目談できる」「自分らしく過ご

せる」と感じられる環境を整えていくことが必要

とされている。これからも「チーム学校」の一員

として、保健室を中心とした学校全体のつながり

をさらに深め、全校体制で生徒の心の健康づくり

と豊かな学校生活の実現に参画していきたい。

[ア プ回―チ嘔〕柳1】
「ニメぃな場面でモうなる旺〕T」「モ唖)とき唖I気持ちは '1」「者二_たこと
まT」「1■ Ci反応は マ」「iテ動は 1」 1 lI‐

…
「

Iア 1‐ 1■ :-1■ 1'I
I目が告‐た唖〕にす■にモ毛lさお1た =悪□ 自力IIIこ lL力坤語|`1)
「他唖I可能性はないかな.自 Tlだった毛:こう,電 iう とl,1手 者えを1,11-〕 か
考量_て 1碧 よう.」 IJri=義 :事:filil

【十室ぼ〕主言:斥】学l~に幸た|な ti t
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第 1 専門医健診推進事業
昭和36年度から、医療機関に恵まれない地域

の児童生徒の健康の保持増進を目的として、道

及び市町村が経費を負担し児童生徒巡回診察事

業を行ってきたが、62年度から、当会が形を変

えて糸迷続することとなり現在に至っている。

児童生徒の学校での健康診断において専門医

(眼科・耳鼻咽喉科)の確保が困難な教育委員

会に対し、北海道教育委員会、北海道医師会、

北海道眼科医会・北海道耳鼻咽喉科医会の協力

を得て専門医の紹介を行い、児童生徒の健康保

持増進を図る。

専門医の確保が困難な地域の、児童生徒の健

康の増進を図る上で、この事業の担う役割は大

きくなっている。

<今年度実施予定町村>
(眼科健診 )

当別町・喜茂別町・苫前町 0

豊富町・中頓別町・幌延町・

別海町

猿払村・枝幸町

津別町 0湧別町

loFT lォ寸

(耳鼻咽喉科健診 )

石狩市・苫前町・江差町・喜茂別町 `利尻町

ネL文町・利尻富士町・湧別町

1市 7町

第 2 研究啓発事業
学校保健活動の充実を図り、学校・家庭・地

域社会が連携 し、課題解決に向け研究会を開催

し、調査研究

1 第73回北海道学校保健・安全研究大会
後志 (倶知安)大会の開催
各関係機関と連携して主催 し、第73回北海道

道学校保健・安全研究大会後志 (倶知安)大会

の充実に努める。

2 学校保健講演会の開催
学校保健の推進充実を図るため、北海道薬剤

師会と共催で講演会を隔年で開催している。

第 3 普及発展事業
1 広報活動事業
本道の学校保健の充実発展を図るため、会報

「学校保健」を年 3回発行し、当会の活動内容

の周知及び各種学校保健活動を紹介する。

<発行予定>
129号  6月 30日
130号  9月 30日
131号  1月 31日

2 学校保健関係図書の紹介・斡旋、資料収集
配布事業

学校保健関係専門図書等の紹介及び斡旋並び

に学校保健資料の収集配布を行う。

第 4 顕彰奨励事業
1 学校保健功労者表彰
本道の学校保健及び学校安全の振興に功労の

あった個人並びに学校保健団体を表彰 し、本道

の学校保健の進展に寄与する。

第 5 教育支援事業
1 保健指導用資料の作成
保健指導で活用できる資料を作成 し、希望す

る学校へ無償で提供する。

【対象】各種学校、教育関係者、医療関係者等

研 究 六 自 の ご 自 肉
第73回北海道学校保健・安全研究大会 令和8年度全国学校保健・安全研究大会

○日 時 令不□8年 10月 18日 (日 )
○開催地 倶知安BI
O会 場 ホテル 第一会館

○日 時 令不□8年 11月 19日 (本)020日 (金 )
○開催地 愛知県県名古屋市
○会 場 Niterra日 本特殊陶業市民会館
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目科 予算額 要摘

【事業活動収支の部】

事業活動収入

①基本財産運用収入

基本財産利息収入

②事業収入

受託事業収入

受取負担金収入

③雑収入

受取利息収入

575

575

112

200

512

400

8

8

社債、定期預金

日学保委託事業

会報

功労者表彰

普通預金利息

事業活動収入 6,695

事業活動支出

①事業費支出

給料手当

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

委託料

賃借料

諸謝金

会議費

報償費

②管理費

給料手当

407

129

176

21

16

70

10

700

300

349

18

17

400

201

288

085

給料手当

社会保険料

全道研究大会等

専門医健診打合せ

文書送料、郵券

事業活動消耗品

会報

研究大会

事務所借上、清掃料

会報原稿謝金

専門医健診打合せ

功労者表彰楯代金

専門医健診助成

給料手当

単位 :千円

科 目 予算額 摘 要

福利厚生費

委託料

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

印刷製本費

賃借料

租税公課

支払負担金

雑 費

169

400

7

190

270

20

30

335

70

628

84

社会保険料

会計事務所経費等

役員会等

役員会等

文書送料、電話料金等

事務用品シ肖耗品

封筒印刷等、コピー代

事務所借上、清掃料

法人道民・市民税

日学保拠出金等

その他

事業活動支出計

事業活動収支差額

6,695

0

【投資活動収支の部】

投資活動収入

投資活動収入計

投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

0

【財務活動収支の部】

財務活動収入

財務活動収入計

財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

【予備費支出】

当期収支差額

前期収支差額

次期繰越収支差額

4,139

2,092

′
申し込

"は
,｀

｀`

「メール又はFAXて。 当会への寄付金等を活用して、20′ OOO冊作
成しました。令不□6年度は、49校 8′ 800冊 、
令和7年度は、37校 7′ 400冊届けることがで
きました。2年続けて申し込まれた学校も複数あ
ります。在庫がな<なり次第終了となりますので、
お早めにお申し込み<ださい。

|＼ HPを見てねII


